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＜環境経営理念＞

 

１ ． 当社製品の製造業務においてのCO2の排出削減及び節水を継続的に努める。

２ ． 産業廃棄物並びに一般廃棄物の適正処理及び分別と排出削減を継続的に努める。

３ ． 環境関連法規等を遵守し、地域社会との調和に務める。

４ ． 化学物質使用量の削減や適正管理に努めます。

５ ． 環境各指標を目標数値化し、継続改善に努めます。

６ ． 熟練技術者の減少対策の実施に努めます。

制定日：

改定日：
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役 　蔦　武彦

環 境 経 営 方 針

私達は、企業の継続的繁栄と共に、地域社会に貢献出来る企業になる為、環境に配慮し、
以下の行動指針を定め環境保全に対する自主的な取組みを図り、全員で継続的改善に努めて
まいります。

　

2007年12月20日

     ＜環境保全への行動指針＞

2023年 4月20日
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Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
ツタヒデ工業株式会社
代表取締役　蔦　武彦

（２） 所在地
本社工場 〒679－2122　兵庫県姫路市豊富町御蔭500-2
豊富第1工場 〒679－2122　兵庫県姫路市豊富町御蔭882-1
豊富第2工場 〒679－2122　兵庫県姫路市豊富町御蔭500-95

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名・連絡先
責任者 加藤 愛一郎 TEL 079-264-7111
担当者 川島 和彦 TEL 079-264-7860

E-Mail：kazuhiko_kawashima@tsutahide.co.jp

（４） 事業内容
建設機械、産業用機械主要製品の溶接・機械加工および組立

（５） 事業の規模
主要製品生産量 ： 18209トン （2022年度実績）

本社工場 豊富第1工場 豊富第2工場 計
34名 26名 29名 89名

4114㎡ 6523㎡ 4885㎡ 15522㎡

（６） 事業年度 2022年4月～2023年3月

□認証・登録の対象範囲

登録組織名  ：ツタヒデ工業株式会社
対象事業所  ：本社工場､豊富第1工場､豊富第2工場
活　動      ：建設機械、産業用機械主要製品の溶接・機械加工および組立

□ 環境経営実施体制 及び 役割・権限・責任表

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・経営における課題とチャンスの明確化
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括
・環境経営計画の実施結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境経営計画の実績集計
・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施
・環境教育訓練計画の作成と実施の管理
・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

環境推進委員会 ・環境経営目標、環境経営計画案の審議
・環境経営の実施状況の評価、見直し
・環境教育の内容検討、実施結果の評価
・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）

・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境経営の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の運用管理
・自部門の環境上の緊急事態の想定と対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

全従業員

部門長（総務、製造Gr）

環境事務局

役割・責任・権限

環境事務局

環境管理責任者

従業員　　　　　
延べ床面積　　　

総務G 本社工場

　環境管理責任者

環境推進委員会<EA21会議>

委員長：代表取締役、各委員

　代表取締役　

豊富第1工場 豊富第2工場

2



Ⅲ．主な環境負荷の実績

12,608 18,024 18,209 -

単位
2020年度
基準年度

2021年度
<2021.4～
20222.3>

2022年度
<2022.4～
2023.3>

2023年度
<2023.4～
2024.3>

kg-CO2 989,974 1,099,450 1,088,638

ｋWh 2,811,886 3,120,038 3,092,836

L 8,793 6,805 4,633

L 16,645 19,415 20,025

L 3,591 4,587 5,213

kg 7,578 9,693 9,600

ton 154 183 167

ton 19 21 18

ton 135 162 149

㎥ 2,204 2,363 2,189

kg 5,428 6,537 5,974

Ⅳ．環境経営目標及びその実績

（１）中期目標＜全社＞※目標は 2020年基準に -1％／年 

12,608 18,209 - -

kg-CO2

実績

78.5 77.7 76.9 76.2

kWh 2,811,886 2,783,767 2,755,648 2,727,529

kg-CO2 894,180 885,238 876,296 867,354

223 221 219 216

L 8,793 8,705 8,617 8,529

kg-CO2 20,414 20,210 20,006 19,802

0.697 0.690 0.683 0.676

L 16,645 16,479 16,312 16,146

kg-CO2 43,682 43,245 42,808 42,372

1.32 1.31 1.29 1.28

L 3,591 3,555 3,519 3,483

kg-CO2 8,949 8,859 8,770 8,680

0.285 0.282 0.279 0.276

　液化石油ガス　　　　　　kg 7,578 7,502 7,426 7,351

  使用量（LPG） kg-CO2 22,749 22,521 22,294 22,066

0.601 0.595 0.589 0.583

ton 19 19 19 18

0.00151 0.00149 0.00148 0.00146

ton 135 134 132 131

0.0107 0.0106 0.0105 0.0104

㎥ 2,204 2,182 2,160 2,138

0.175 0.173 0.171 0.170

化学物質使用量　 kg 5,428 5,374 5,319 5,265

0.431 0.426 0.422 0.418

     100
 (2021年指数)

101 102 103

（２）中期目標 ＜工場別＞　対象：電力使用量とCO2総排出量

電力 kWh 388,518 384,633 380,748 376,862

生産重量比 30.8 30.5 30.2 29.9

総kg-CO2 168,415 166,731 165,046 163,362

生産重量比 13.4 13.2 13.1 13.0

電力 kWh 1,676,080 1,659,319 1,642,558 1,625,798

生産重量比 132.9 131.6 130.3 128.9

総kg-CO2 557,832 552,254 546,675 541,097

生産重量比 44.2 43.8 43.4 42.9

電力 kWh 747,288 739,815 732,342 724,869

生産重量比 59.3 58.7 58.1 57.5

総kg-CO2 263,726 261,089 258,451 255,814

生産重量比 20.9 20.7 20.5 20.3

生産重量比目標<ton/ton>

生産重量比目標<L/ton>

生産重量比目標<L/ton>

生産重量比目標<kg/ton>

 水使用量

 廃棄物排出量

生産重量比目標<kg/ton>

ガソリン
使用量

　軽油使用量 

生産重量比目標<kWh/ton>

生産重量比目標<L/ton>

　産業廃棄物

熟練技術者の減少対策
（正社員多能工化推進）

生産重量<ton>

項　目

水使用量

化学物質

液化石油ガスLPG

　電力使用量

989,974

　灯油使用量

生産重量比目標<ton/ton>

960,275

2024年度
<2024.4～
2025.3>

本社工場

第1工場

第2工場

980,074

生産重量比目標<kg-CO2/ton>

2022年度
<2022.4～
2023.3>

2023年度
<2023.4～
2024.3>

2020年度
基準年度

　一般廃棄物

  二酸化炭素
　　排出量

970,175

二酸化炭素排出量

　電力

　灯油

生産重量比目標<㎥/ton>

　一般廃棄物 　　

生産重量<ton>

　　　　　　　　年
度
　　項　目

　産業廃棄物

廃棄物排出量

　ガソリン

　軽油
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（２）対象期間の実績
基準年度
2020年
実績 目標<-1%> 実績 達成度 評価

kg-CO2 989,974 980,074 1,088,638 90.0%

78.5 77.7 59.8 130.0%

kWh 2,811,886 2,783,767 3,092,836 90.0%

kg-CO2 894,180 885,238 983,522 90.0%

223 221 170 130.0%

L 8,793 8,705 4,633 187.9%

kg-CO2 20,414 20,210 10,756 187.9%

0.697 0.690 0.254 271.4%

L 16,645 16,479 20,025 82.3%

kg-CO2 43,682 43,245 52,552 82.3%

1.32 1.31 1.10 118.8%

L 3,591 3,555 5,213 68.2%

kg-CO2 8,949 8,859 12,990 68.2%

0.285 0.282 0.286 98.5%

kg 7,578 7,502 9,600 78.1%

kg-CO2 22,749 22,521 28,819 78.1%

0.601 0.595 0.527 112.9%

t 19 19 18 104.5%

0.00151 0.00149 0.00099 150.9%

t 135 134 149 89.7%

0.0107 0.0106 0.0082 129.5%

㎥ 2,204 2,182 2,189 99.7%

0.175 0.173 0.120 144.0%

kg 5,428 5,374 5,974 90.0%

0.431 0.426 0.328 129.9%

100 101 96.1 95.1% △

工場別実績　＜電力使用量とCO2総排出量＞
電力 kWh 388,518 384,633 426,259 90.2%
生産重量比 30.8 30.5 23.4 130.3%
総kg-CO2 168,415 166,731 182,378 91.4%
生産重量比 13.4 13.2 10.0 132.0%
電力 kWh 1,676,080 1,659,319 1,694,142 97.9%
生産重量比 133 132 93 141.5%
総kg-CO2 557,832 552,254 562,182 98.2%
生産重量比 44.2 43.8 93.0 47.1%
電力 kWh 747,288 739,815 972,435 76.1%
生産重量比 59.3 58.7 53.4 109.9%
総kg-CO2 263,726 261,089 344,079 75.9%
生産重量比 20.9 20.7 18.9 109.6%

注)評価欄にて、○：達成、△：やや未達成、×：未達成
※評価は生産重量比率で実施。尚、生産重量比率計算式：各項目使用量÷生産重量（年間客先受注品重量）
注１）電力の二酸化炭素排出係数は、2020年度関西電力実績値の0.318kg-CO2/kWhを使用
注２）ｶﾞｿﾘﾝ/軽油/灯油/LPGの二酸化炭素排出係数は、2017年版負荷自己ﾁｪｯｸ表に基づき算出。
※当社は顧客要求仕様通りに委託製作を行っているため、"環境配慮型製品の販売”は対象外。

（2022年4月～2023年3月）

生産重量比率

　電力使用量 　

ガソリン使用量

生産重量比率

軽油使用量

　　　　　　　年　度
　　項　目

対象期間における実績

Ⅰ二酸化炭素
 　排出量

生産重量比率

〇

生産重量比率

〇

Ⅲ．水使用量

〇

〇

第1工場　

第2工場　

本社工場　
〇

〇

Ⅱ．廃棄物排出量

　液化石油ガ
ス使用量

〇

〇

〇

〇

Ⅴ.熟練技術者の減少対策
（正社員多能工化推進）

〇

生産重量比率

○

〇

×

生産重量比率

○

生産重量比率

灯油使用量

生産重量比率

〇

Ⅳ.化学物質
　　使用量

生産重量比率

　一般廃棄物 　　　削減

　産業廃棄物 　　　

生産重量比率
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◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

（目標達成）

〇

（目標達成）

〇 事務所・現場とも設置し有効活用中

○ 消し忘れは気付いた者が消灯実施

〇

〇 エコ製品優先検討

（目標達成）

○ 更なるエコドライブ対応に努めていく

○ 加速減速やふんわりスタート継続推進

○ もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。

〇 加速減速やふんわりスタート継続推進

〇 もっと無駄を省く運行計画と余裕持った対応が必要と思われる。

〇

〇 2019年度半ばからの自社便運輸対応製品の生産重量洩れ

（目標未達成）

△ 老朽更新含め省エネタイプ導入鋭意推進中

△

加え、新人への暖房使用方法（ムダ排除）の周知が行き届いて

いなかったことが原因

（目標達成）

〇 歪取り工法改善効果が得られた結果大。引き続き推進していく

〇

〇 更なるごみの分別再徹底

〇 チェックシートのタブレット化推進　2022年8月～順次導入予定

〇 更なる品質向上活動推進中

〇 使用道具、充電可能部品積極適用（乾電池など）

〇 高耐久性道具活用（ゴムパレットなど）

〇

○ 簡単なポスター等を掲示した結果、意識が向上した。

〇 基準年度2020年度に変更で現工法比較となった

○ 長期保管鑑み、より適正なサイズ化

○

△

使用量が前年比増。今年は前年に比べ寒気が厳しかったことに

電力使用量の削減

・リサイクル部品推進

節水の呼びかけにより達成できたが、より徹底をはかる。

・コピー用紙削減

・分別の徹底

（目標達成）

・節水の周知徹底

・不要照明の消灯

・道具/備品再利用推進

Ⅴ．環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

取り組み計画

・清掃時・手洗い時の節水

（目標達成）化学物質使用量の削減

・歪取り工法改善推進

しっかりと使い切る事を定期的に周知

・購入サイズ

・使用方法周知

正社員多能工化推進　 

（目標未達成）Ⅴ.熟練技術者の減少対策

多能工推進も、退職など人材増減により指数悪化。
引き続き展開していくが、先ずは、
基準年指数の維持継続に努め、並行して数値化見直し検討も調整し
ていく

（目標達成）

軽油使用量の削減

老朽更新含め都度対応

・効率の良い機器導入推進

（目標達成）

灯油使用量の削減

LPG（液化石油ガス）使用量の削減

・歪取り工程での使用量低減

・エコ機器導入推進

・新たな顧客対応

・エコフォークリフト導入

・暖房管理

水使用量の削減

一般廃棄物の削減

・不適合品の削減

産業廃棄物の削減

・効率的な移動

・ｴｺ運転推進

設備機器更新時検討

ガソリン使用量の削減

・効率的な移動

全社員の省エネ意識が維持継続出来ている証

評価結果と次年度の取組内容

・エコ設備導入推進

空調は環境に応じた設定温度管理
・また、現場含めて冷暖房器具のこまめなオンオフ実施

老朽更新含め都度対応

・ｴｺ運転推進

〇・冷暖房管理 <現場含む>

・タイヤ空気圧や日常点検励
行

・サーキュレーターの設置

二酸化炭素排出量の削減

・各エネルギー項目参照

（目標達成）

・LED照明･人感ｾﾝｻｰ更なる推
進
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Ⅵ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

Ⅶ．代表者による全体の評価と見直し・指示

2022年度もコロナ禍のなかでの操業及び環境取り組みであったが、環境経営目標であるCO2削減初め8項目

は大幅な達成となったことは評価出来、品質含めた作業負荷軽減の為の不良品削減や工法改善の取り組み

結果と捉えている。引き続き、人材育成と地道なエコ取り組み展開を管理監督者率先垂範でお願いする。

尚、未達となった項目(灯油)については、厳しい寒気や新人教育などが要因ですが特に新人へのエコに

対する教育を徹底し、目標達成に向け取り組んでください。

最後に、EA21活動も13年経ち社員のエコ意識も定着してきているが、今後はソフト面然り特にハード面の

取り組み推進を行い、先ず、太陽光発電システムの導入を2023年度に計画している。これにより電気代の

高騰を抑え生産設備への投資に回し効率を高めるなど、環境面含めた顧客満足度向上に努めていきたい。

見直し要否

否

否

否

否

否

        2023年 6月20日 代表取締役　蔦　武彦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他

項目

環境経営方針

環境経営目標

環境経営計画

実施体制

遵守評価遵守すべき要求事項

－

－

－

－

－

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

特定家電4品目の適正な事業者（家電販売店）への引き渡し

高圧ガス容器置場や充てん容器は、容器置場の技術上の基準に従う
容器の定期検査

使用済自動車の適正な事業者（引取登録事業者）への引き渡し

遵守

第1種指定化学物質の排出・移動量の届出、ＳＤＳの提供

フロン類使用機器の定期点検と記録、漏洩防止、廃棄時の適切な処理

避難訓練の実施、消火設備・ 火災警報設備の点検整備
少量危険物取り扱い所の届出

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。

高圧ガス保安法

消防法

見直し内容

家電リサイクル法

化学物質排出把握管
理促進法（ＰＲＴＲ
法）

自動車リサイクル法

フロン排出抑制法

廃棄物処理法

指定地域内の特定施設の届出、規制基準の遵守

指定地域内の特定施設の届出、規制基準の遵守

保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェストの交
付・保存・確認・交付状況等報告書の提出

適用される法規制

遵守

騒音規制法

遵守

遵守

振動規制法
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Ⅷ．環境活動の紹介　

　　　　<消火訓練 20220825>　於：本社工場

　　　　<エコ改善 20220717>

　　　　<CO2排出量製品重量比年度別> 　　　　　　< CO2排出量内訳　2022年 >

0

50

100

150

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

単位：kg-CO2/ton

実績値 目標値
電力1
90%

ガソリン
1%

軽油
5% 灯油

1%

液化石油ガス

（LPG）…
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